
　
大
槌
に
秋
の
気
配
を
告
げ
る
吉
里
吉
里
祭
が

８
月
27
、
28
の
両
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。
27
日

夜
の
「
宵
宮
祭
」
は
、
天あ
ま
て
ら
す
み
お
や

照
御
祖
神
社
の
境
内

で
浪
板
大
神
楽
、
吉
里
吉
里
鹿
子
踊
、
吉
里
吉

里
大
神
楽
、吉
里
吉
里
虎
舞
講
中
が
舞
を
奉
納
。

28
日
に
は
「
神
幸
祭
」
が
開
か
れ
、
神
輿
が
地

域
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
、

復
興
へ
の
願
い
も
乗
せ
た
神
輿
が
同
神
社
か
ら

発
御
し
、「
オ
ー
ヨ
、
オ
ー
ヨ
」
と
い
う
威
勢

の
良
い
掛
け
声
を
響
き
渡
ら
せ
ま
し
た
。
御
旅

所
で
の
休
憩
で
は
鹿
子
踊
や
大
神
楽
、
虎
舞
な

ど
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
力
強
く
、
華
麗

な
舞
に
沿
道
か
ら
盛
ん
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
神
社
前
を
埋
め
た
観
衆

が
見
守
る
中
、
神
輿
が
坂
道
を
何
度
も
往
復
し

ま
し
た
。

吉
里
吉
里
祭

　
今
回
の
吉
里
吉
里
祭
に
は
、
震
災
後
か
ら
吉
里

吉
里
地
区
と
交
流
を
続
け
る
北
海
道
滝
川
市
の
躍

進
滝
川
太
鼓
保
存
会
（
林
敬
雅
代
表
）
の
メ
ン
バ

ー
も
参
加
し
ま
し
た
。「
セ
イ
ヤ
」「
セ
イ
」
の
気

合
十
分
の
掛
け
声
、
見
事
に
そ
ろ
っ
た
バ
チ
さ
ば

き
か
ら
生
ま
れ
る
勇
壮
な
響
き
。
力
強
い
太
鼓
の

音
に
の
せ
、
両
地
域
の
絆
、
世
代
を
超
え
た
新
た

な
つ
な
が
り
へ
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
20
人
。

演
奏
し
た
の
は
、
今
回
の
訪
問
に
合
わ
せ
た
新
曲

「
魁
さ
き
が
け」、

震
災
の
時
に
被
災
者
へ
思
い
を
込
め
て
作

っ
た
「
絆
」
の
ほ
か
「
鼓
道
一
心
」「
躍
進
」
な
ど

の
曲
目
で
す
。
宵
宮
祭
の
開
か
れ
た
天
照
御
祖
神

社
の
境
内
の
ほ
か
、
福
幸
き
ら
り
商
店
街
や
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン 

マ
ス
ト
な
ど
で
も
披
露
し
、
観
衆

の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。

　
大
槌
の
郷
土
芸
能
団
体
も
滝
川
市
を
訪
れ
て
交

流
し
て
お
り
、
同
保
存
会
の
訪
問
は
今
回
が
2
回

目
。
林
代
表
は

「
自
分
た
ち
の

太
鼓
で
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
元

気
に
な
っ
て
も

ら
い
、
地
域
が

活
気
づ
け
ば
と

思
い
ま
す
」
と

願
っ
て
い
ま
し

た
。

　自分の大好きな太鼓で、被災地の皆さんを応
援できることがうれしい。演奏を聞いてくれた
人の力になってくれればと思います。

　躍進滝川太鼓の力強さを感じてもらえたらと
思います。演奏を通じ、被災地の皆さんに勇気
や元気が届くことと願っています。

倉
くら

  内
うち

  瑞
みず

  生
き

 さん（15 歳、滝川高校 1 年生）

亀
かめ

  井
い

  美
み

  鈴
すず

 さん（16 歳、滝川高校 1 年生）
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